
t 

キ
ム〆

当
た
金
島
周
助
と
も
い
は
れ
る
。
そ
の
吹
座
と
は
金
銭
一
座
及
び
吹
座
の
取
倒
、
銀
座
役
を
勤
め
た
λ
古
、
及

一
紐
と
し
、
小
額
の
も
の
を
停
止
し
た
。
こ
の
新
手
形
一
化
三
年
五
且
躍
に
闘
凪
野
田
自
由
細
密
な
る
回
を
押
同
町
占

三
日
の
製
造
所
に
し
て
、
銀
座
は
秤
nm
・
殺
行
・
鐙
定
を

一
び
闘
係
諸
法
令
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
は
そ
の
後
汚
制
し
た
の
で
、
十
年
四
月
出
箆
に
新
手

一
し
た
新
札
を
緩
行
し
た
。
か
く
て
銀
仲
預
手
形
は
焔
-

一挙
る
町
別
で
あ
る
。
銀
座
の
創
始
年
代
は
部
か
で
な
い

一

ギ
ン
ザ
シ
ヨ
ザ
ダ
メ
ガ
キ

銀
座
諸
定
舎

一
加
。
一
形
と
交
換
し
向
活
用
し
て
ゐ
た
が
、
終
期
は
今
明
ら

一
に
正
銀
と
同
じ
〈
活
用
し
た
が
、
嘉
永
四
年
八
月
初

一匹
、
文
政
こ
年
三
且
利
家
の
貌
訟
に
能
E
W
鋭
庭
の
こ

一
槌
長
・寛
永
切
か
ら
の
金
持
に
於
け
る
銀
座
・吹
陛
に

一
か
で
な
い
。

一
め
て
銀
仲
浅
野
民
次
郎
兵
衛
の
引
時
間
所
た
る
こ
と
や
e

と
あ
る
が
放
に
、
金
四
仰
の
銀
座
は
悶
よ
り
そ
の
以
前

一
闘
す
る
定
都
を
集
め
た
も
の
で
あ
る。

一
〈
四
〉
新
印
刷
新
山
手
形

l
文
政
λ
年
三
月
刊
b
附
は
文
字
金

一
停
止

L
、
御
釘
用
お
直
接
取
扱
と
し
た
。

L
か
し
放

に
あ
る
と
熊
考
せ
ら
れ
る。

こ
の
銀
座
の
あ
っ
た
所
一

キ
ン
ザ
ツ

金
札

明
治
元
年
太
政
収
が
緩
行
し

一
一
叫
代
や
夜
行
せ
ん
と
し
、
昨
脅
し
て
一
時
目
・
一由百

一
務
多
備
の
際
引
換
の
除
裕
が
な
か
っ
た
の
で
、

一
時

脅
金
屋
町
と
い
う
た
が
、
究
永
十
二
年
況
月
の
災
後

一
た
杭
幣
で
、
初
め
民
間
で
は
金
札
一
一
山
や
銭
九
口
六

一
円
・
百
円
の
茄
卸
預
手
形
宇
一設
行
し
て
古
金
銭
を
引

一
府
印
を
施
し
て
沼
周
せ
し
め
、
後
間
六
年
七
月
-mx

抽
出
野
川
の
北
今
の
地
に
移
し
た
c
鼠
初
の
金
屋
町

一
百
文
に
増
刷
し
、
次
い
で
二
年
二
月
に
は
金
一
山
闘
に

一
上
げ
し
め
た
o
六
月
滞
は
こ
の
手
形
の
巾
を

U
て
T
R.
-

政
五
年
七
且
及
び
元
治
元
年
十
且
に
新
札
を
緩
行
L

は
、
後
に
出
丸
と
な
り
、
そ
こ
に
際
問
を
築
い
て
金

一
札
百
二
十
一
附
と
の
比
例
と
す
べ
き
布
告
が
あ
っ
た
o

一
十
円
以
下
一
匁
の
小
川
手
形
ψ
渡
行
し
た
が
、
次
い

一
た
。
こ
の
銀
札
は
明
治
允
年
抗
且
銭
札
と
引
換

へ
た

谷
御
殿
と
都
し
た
。
後
藤
周
助
・
矢
問
主
計
二
人

一

ギ
ン
ザ
ツ

銀
札
(一
U

印
刷
附
鋭
札
1
加
賀
総
に
於

一
で
六
七
月
巾
に
一
氏
阿
の
手
形
を
務
府
経
行
の
新
岱

一
後
も
尉
抽
出
存

L
、
六
年
況
月
政
府
の
新
貨
幣
と
交
旧
日

は
、
花
除
鋭
殻
行
の
後
抽
出
〈
も
な
〈
.
町
叫
位
を
下
劣

一
い
て

鋭
札
を
波
行
し
た
こ
と
は
、
貸
出
川
況
年
に
初

一
幣
と
交
投
L
、
九
月
巾
に
武
百
阿
札
、
製
九
年
三
且

一
せ
ら
れ
た
。

な
ら
し
め
た
る
を
以
て
、
三
証
の
鍛
時
4
V
A
m
ぜ
ら
れ

一
。
、
六
年
に
之
荷
停
止
し
た
に
起
ろ
。
そ
の
こ
と
は

一
に
時
間
除
の
札
や
交
換
し
、
同
月
二
十
日
限
り
活
用
を

一
〈
六
)
限
地
預
銀
手
形
l
上
犯
の
外
加
賀
閉
山
の
符
地

た
が
、
周
助
は
結
い
で
復
活
し
て
、
後
際
才
次
郎
と

で
別
抗
に
之
青
述
べ
た
。

l
ホ
ウ
レ
キ
ギ
y
サ

ツ

徒

一
停
止
し
た
。

一
に
、
文
政
の
米
か
ら
町
務
行
の
貯
可
そ
得
て
品
目
仔
す

共
に
卸
座
と
な
っ
た
如
く
、
総
鉢
小
判
中
に
二
人
の

一
路
銀
札
。

一
(
五
〉
銀
仲
液
鋭
手
形

l
文
政
九
年
六
月
加
賀
滞
の
銀

一
る
銀
札
が
あ
っ
た
。
そ
の
紙
質
は
小
松
が
抗
色
、
本

名
を
刻
し
た
も
の
が
存
す
る
。
か
〈
て
銀
座
は
別
世

一
〈
一
一
)
繭
斡
商
夜
行
手
形
!
文
化
十
一
年
秋
金
抑
の
耐

一
仲
升
昆
次
お
衛
門
-
M
問
屋
宗
安
衛
門
歩
一
引
借
入
と
し
、
一
吉
が
祢
紅
色
、
訟
任
が
部
資
色
、

七
局
が
白
色
.
焔

以
来
院
に
吹
座
を
粂
ね
た
が
、
元
利
}
丸
年
浅
野
島
次

一
諮
問
酒
屋
宗
左
衛
門
・升
屋
次
右
衛
門
・森
下
庖
九
郎

一
御
釘
閉
場
及
び
川
合
加
の
加
印
に
よ
っ
て
鋭
百
日
の

一
来
が
表
作
M
裂
自
で
あ
っ
た
。

郎
兵
衛
を
銀
座
、
後
際
才
次
郎
を
吹
座
と

L
、
六
年

一
次
郎
・
木
四
四
孫
太
郎
等
は
、
拙附
の
御
釘
問
訟
の
許
可

一
一m手
形
所
設
行

L
、
十

一
月
十
日
ま
で
を
泌
周
期
限

一
〈
七
〉
大
朝
寺
田
附
の
鋭
札
|
大
明
寺
務
で
は
元
除
問
4

一
見
に
金
屋
彦
四
郎
を
銀
座
、
後
際
次
右
衛
門
を
吹
盛

一
を
得
て
銀
子
預
手
形
を
製
造
夜
行

L
た
o

こ
の
手
形

一
と
L
た
。
滞
が
直
伎
の
賀
任
者
と
な
ら
な
か
っ
た
の

一
十
月
御
領
内
札
銀
樹
止
と
の
記
録
が
あ
る
か
ら
、
切

と
す
る
に
京
っ
て
、
商
銀
座
開
吹
座
に
分
か
れ
た
。

一
は
銀
貨
の
不
足
荷
補
充
す
る
お
に
起
っ
た
も
の
で
あ

一
は
、
安
永
一

一年
の
幕
府
令
に
、

一
旦
滞
札
を
夜
行
L
一
二
代
前

m利
明
の
時
に
授
行
せ
ら
れ
た
と
思
は
れ
る

然
る
に
寛
永
J
t
年
四
且
十
七
日
の
法
令
に
は
吹
直

一
る
が
、
次
第
に
迎
用
の
範
凶
青
術
大

L
、
務
亦
之
が

一
た
こ
と
の
あ
る
滞
は
一
件
び
護
行
す
る
を
相
官
ぬ
と
あ
っ

一
が
、
そ
の
年
月
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
。
次
い
で
利
磁
の

四
ヶ
郎
、明
出
口
元
年
三
且
十
日
に
は
銀
座
三
座
と
把
さ
一
連
上
を
徴

L
て
、
可
な
り
後
ま
で
も
仔
は
れ
た

O
L
-た
鉛
で
あ
ら
う
o
然
る
に
サ

一
月
に
石
川
る
も
之
を
回

一
…
判
元
締
十
四
年
九
且
サ
三
日
亦
之
を
殺
行
し
た
が
、

れ
て
駅
。
、
後
者
は
浅
野
屋
次
郎
兵
衡
の
外
、
承
服

一
か
し
こ
れ
は
鋭
札
と
い
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
い
o

一
枚
す
る
剤
耐
が
な
か
っ
た
か
ら
、
交
換
の
お
に
新
手

一
一
砕
府
は
閣は
永
四
年
十
且
凶
内
一
般
に
梨
止
し
た
か
ら

=
一年
八
且
金
屋
彦
四
郎
を
銭
鹿
品
開
銀
座
、
越
前
屋
四
国

一
〈
一
二
)
町
合
所
授
行
預
手
形
|
文
政
二
年
十
二
月
余

m一
山
形
舟
緩
行
し
た
の
み
な
ら
ず
、
十
年
三
月
に
は
真
に

一
之
を
縦
し
、利
読
の
写
保
十
年
十
月
に
も
夜
行

L
て
、

兵
衛
を
卸
経
た
ら
し
め
た
が
般
で
、
こ
の
銀
座
=
一
座

一
間
合
同
山
は
、
町
郡中
行
の
醐
制
限
に
よ
り
制
子
預
手
形
脅

一
…刑務

L
て
立
金印
刷
と
拠
閉
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
塗

一
一
烈
年
限
貨
と
の
交
換
比
例
に
山
聞
L
城
下
の
騒
後
や
む

も
先
の
吹
座
四
座
も
‘
共
に
元
利
五
年
以
前
の
如
く

一
殺
行
し
て
沼
周
す
ろ
こ
と
も
宵
命
じ
た
o
そ
の
純
顎
は

一
に
い
師
内
の
取
引
は
+一〈
預
鋭
手
形
の
み
そ
り
て
排
ず

四
九


